
学びの広場

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

ふ
る
さ
と
の
文
化
財
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国
道
１
０
５
号
線
根
子
地
区
入
口
か

ら
比
立
内
方
面
に
向
か
う
と
す
ぐ
左
側

に
笑
内
神
社
が
あ
り
ま
す
。
笑
内
神
社

正
面
左
手
に
、
神
社
を
守
る
よ
う
に

立
っ
て
い
ま
す
。
神
社
の
ご
神
木
で
、

集
落
の
人
た
ち
が
大
切
に
守
っ
て
き
た

銀
杏
で
す
。樹
高
30
ｍ
、直
径
２
０
７
㎝
、

幹
回
り
６
５
０
㎝
の
巨
木
で
、
樹
齢
約

４
０
０
年
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

は
っ
き
り
は
分
か
り
ま
せ
ん
。

　
雄
種
で
、
幹
及
び
枝
に
１
ｍ
を
越
え

る
巨
大
な
乳
房
状
の
コ
ブ
が
垂
れ
下

が
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。
９
月
に

は
集
落
全
戸
か
ら
神
社
に
集
合
し
「
山

神
社
祭
」
を
行
う
習
慣
に

な
っ
て
お
り
、
銀
杏
の
葉

が
全
て
落
ち
る
と
根
雪
に

な
る
と
言
い
伝
え
ら
れ
、

集
落
で
は
冬
支
度
に
取
り

か
か
る
そ
う
で
す
。

　
北
秋
田
市
内
に
は
各
種

の
大
き
な
樹
木
が
沢
山
あ

り
ま
す
が
、
最
も
勢
い
が

あ
る
の
は
こ
の
銀
杏
の
よ

う
で
す
。
内
陸
線
で
仙
北
市
な
ど
か
ら

訪
れ
る
人
も
あ
る
よ
う
で
す
が
市
民
の

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
一
度
立
ち
寄
り
、
鑑
賞

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

◇「
ご
神
木
」
と
は
、
神
社
の
境
内
に

生
え
て
い
て
、
神
が
宿
っ
て
い
る
と
さ

れ
て
い
る
木
で
す
。

◇
笑
内
の
「
内（
な
い
）」
は
ア
イ
ヌ
語

の
沢
と
い
う
意
味
で
、
戸
鳥
内
、
比
立

内
な
ど
「
内
」
の
付
く
地
名
が
多
く
み

ら
れ
、
他
に
も
ア
イ
ヌ
語
と
思
わ
れ
る

よ
う
な
地
名
が
あ
り
ま
す
。

◇
秋
田
県
指
定
天
然
記
念
物
（
樹
木
）

は
現
在
30
件
あ
り
、
杉
７
、
銀
杏
５
、

桜
３
、
松
１
な
ど
で
す
。

　
▽
平
成
４
年
３
月
31
日
指
定
文
化
財

▽
資
料
／
「
阿
仁
町
史
」、「
北
鹿
は
宝

箱
」、「
阿
仁
の
文
化
財
そ
の
１
」「
秋

田
の
名
勝
・
天
然
記
念
物
」
ほ
か

▽
紹
介
者
／
北
秋
田
市
文
化
財
保
護
審

議
会
委
員　
照
内
捷
二

北
秋
田
市
指
定
有
形
文
化
財

　
　
　
　
　
　（
天
然
記
念
物
）

○「
笑
内
神
社
の
銀
杏（
１
本
）」

▲幹回り約650㎝、笑内神社の銀杏　

◇
所
在
地　
阿
仁
笑
内
字
笑
内
30‐

５

◇
所
有
者　
笑
内
自
治
会

みんなの「図書ひろば」がリニューアル
～大阿仁公民館図書コーナー～

　大阿仁公民館（大阿仁出張所内）に約1800冊の
本を備えた「図書ひろば」が４月１日にオープン
しました。
　「図書ひろば」は、大阿仁地区にお住いの皆さん
の心安らぐスペースとして設置されました。図書
は１人３冊まで10日間貸し出します。一般書の他
に児童書もありますので、読み聞かせスペースと
してもご利用ください。
　また、チョこボラ（チョット公民館でボランティ
ア）「大阿仁ブック見守り隊」の皆さんが図書整理 ▲明るく開放的な「図書ひろば」

などに協力しています。ボランティアを随時募集
しています。　　阿仁公民館　☎82-2220

春のサロンコンサート
～第85回浜辺の歌音楽館定期演奏会～

　ピアノ・バイオリン・フルートによる春のサロ
ンコンサートが３月24日、浜辺の歌音楽館で開催
されました。
　ピアノの齊藤秋子さん、バイオリンの松尾沙樹
さん、フルートの吉田妃呂子さんによる三重奏や
ソロ演奏で、浜辺の歌をはじめ、クラシック、歌
謡曲など幅広いジャンルの16曲が演奏されました。
　来場者からは、生の楽器の音色、奏者の息遣い
や気迫を間近に感じたとの声が聞かれました。女
性演奏者による華やかさと、曲紹介や楽器紹介な ▲春風にのせて・・サロンコンサート

ど気取らない語り口がくつろいだ雰囲気を演出し、
春にふさわしい温かみのある演奏会になりました。

新公民館長が就任しました
～よろしくお願いします～

　任期満了に伴い、各地区公民館の非常勤館長が
新たに任命されました。
　新館長の任期は平成24年４月１日から平成26年
３月31日までの２年間で、各公民館の講座や行事
等を企画します。
　公民館へのご要望などがありましたら、各地区
の公民館までお寄せください。
◆合川公民館（☎78-2114）　　関　　源一（再）
◆阿仁公民館（☎82-2220）　　湊　　一彦（再）
◆七座公民館（☎67-2529）　　簾内　照光（新）

◆坊沢公民館（☎62-4729）　　田村　正男（再）
◆綴子公民館（☎62-1472）　　成田　博幸（新）
◆栄公民館　（☎62-0744）　　照内喜久雄（再）
◆沢口公民館（☎62-4829）　　中嶋　信咲（再）
◆七日市公民館（☎66-2001）　長岐　亮仁（再）

　

　
　
今
年
度
の
伊
勢
堂
岱
遺
跡
の
一
般
公
開

は
、
遺
跡
内
の
環
境
整
備
の
た
め
、
５
月

３
日（
木
）か
ら
５
月
31
日（
木
）ま
で
の
期

間
と
な
り
ま
す
。

　
同
遺
跡
の
ガ
イ
ド
説
明
は
「
伊
勢
堂
岱

遺
跡
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
の
方
々
が

行
っ
て
い
ま
す
。（
休
日
の
み
）

　
団
体
の
ガ
イ
ド
申
し
込
み
は
、
教
育
委

員
会
生
涯
学
習
課
文
化
班
ま
で
お
願
い
し

ま
す
。

　
「
浜
辺
の
歌
音
楽
館
少
年
少
女
合
唱
団
」

は
、
郷
土
出
身
の
作
曲
家
・
成
田
為
三
先

生
の
作
品
を
中
心
に
、
い
ろ
い
ろ
な
曲
を

楽
し
く
歌
い
活
動
し
て
い
ま
す
。
素
敵
な

メ
ロ
デ
ィ
ー
を
自
分
た
ち
の
歌
声
で
受
け

継
い
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

対
象　
小
学
校
１
年
生
〜
高
校
３
年
生

練
習
場
所　
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

練
習
時
間　
９
時
〜
12
時（
毎
週
土
曜
日
）

参
加
費　
無
料
（
後
援
会
費
と
し
て

　
　
月
１
３
０
０
円
集
金
し
て
い
ま
す
）

※
５
月
の
練
習
は
19
日（
土
）か
ら
で
す

※
見
学
も
歓
迎
し
ま
す

■
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
社
員
食
堂

　
　
　
　
管
理
栄
養
士
に
学
ぶ
料
理
講
座

期
日　
５
月
24
日（
木
）

時
間　
18
時
30
分
〜
20
時
30
分

場
所　
合
川
公
民
館

講
師　
大
城
戸
ツ
ヤ
子
さ
ん

内
容　
春
野
菜
を
使
っ
た
手
作
り
料
理

材
料
代　

１
０
０
０
円
程
度

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆
記
具

定
員　
15
人
（
先
着
順
）

申
込
期
間　
５
月
１
日（
火
）〜
16
日（
水
）

■
春
の
花
づ
く
り
教
室

期
日　
５
月
25
日（
金
）

時
間　
10
時
〜
12
時

場
所　
合
川
公
民
館

講
師　
加
藤
由
美
子
さ
ん

内
容　
春
の
花
の
植
え
方
と
育
て
方

材
料
代　

１
０
０
０
円
程
度

持
ち
物　
作
業
手
袋
・
移
植
ベ
ラ
・
作
品

を
持
ち
帰
る
入
れ
物（
ダ
ン
ボ
ー
ル
・
ナ

イ
ロ
ン
袋
な
ど
）

定
員　
15
人
（
先
着
順
）

申
込
期
間　
５
月
１
日（
火
）〜
16
日（
水
）

阿
仁
公
民
館

伊
勢
堂
岱
遺
跡
の
一
般
公
開

申
問

生
涯
学
習
課　

☎
62‐

６
６
１
８

阿
仁
公
民
館

浜
辺
の
歌
音
楽
館
少
年
少
女
合
唱
団

　
　
　
　
　
団
員
を
募
集
し
ま
す

申
問

生
涯
学
習
課　

☎
62‐

６
６
１
８

阿
仁
公
民
館

合
川
公
民
館
公
開
講
座

申
問

合
川
公
民
館　

☎
78‐

２
１
１
４

問
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